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 ６月６日に陸上男子 100ｍで日本新記録が出たのを知っ

ていますか。山縣亮太選手が 9 秒 95 を出しました。日本

で初めて 100ｍ10 秒の壁を破ったのは、桐生祥秀選手で 4

年前です。今、日本で 9 秒台で走れる選手は、山縣選手 

桐生選手 サニーブラウン・ハキーム選手 小池祐貴選

手の 4 人です。 

 世界で初めて 100ｍで 10 秒の壁を破ったのは、今か

ら 53 年前です。アメリカ合衆国の 4 人の選手が同じ大

会で 9 秒 9 を出しました。そして、現在の世界記録はジャマイカのウサイン・ボルト選手

が出した 9 秒 58 です。この驚異的な記録は 12 年間

まだ破られていません。どのくらいの速さかという

と、小学 5 年生女子 50ｍの平均タイムが 9 秒 6 です。

ですから小学 5 年生の女子が 50ｍ走る間に、ウサイ

ン・ボルト選手は 100ｍ走ってしまうというわけです。2 倍の速さですね。ウサイン・ボル

トがどのくらい圧倒的に速いか、話題になった面白い写真があります。これはリオデジャネ

イロオリンピックの 100ｍ準決勝の写真で

す。決勝を目指してみんな必死に走っていま

すが、準決勝の上位何人かが決勝に出られる

ので、ボルト選手は自分は何位かな、と余裕

で横を見て走っています。どれだけボルト選



手が圧倒的に速いか分かりますね。 

 ところで人間の走る速さは、動物と比べるとどうなのでしょう。この図を見てください。

動物で 1 番速いのはチーターで時速 110km です。ウサイン・ボルトは時速 38ｋｍくらいで

キリンやクマやサイと同じくらいの速さです。小学生は時速 20ｋｍくらいです。 

 日本人もだんだん世界の速さに追いついてきて、素晴らしい記録が出るようになってき

ました。次々日本記録が更新されて、活躍して欲しいですね。 


